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 ○ 川端康雄教授は、2020年 4月、「新型コロナ時代に、ジョージ・オーウェル
が再び注目される理由―「ディストピアの言語」とは何か」を『現代ビジネ
ス』（オンライン）に執筆。
 ○ 馬場聡准教授は、4月、『アエラ』（朝日新聞出版）4月 6日号「ボブ・ディラ
ン道　深く遠い道のり」に企画協力。
 ○ アン・スレイター教授は、5月、小説 “Travelers”を Tricycle magazine Summer
号に執筆。
 ○ アン・スレイター教授は、5 月 8 日、A Memoir Writing Workshop for the 
Princeton University Alumni Associations of France and the UK にてワーク
ショップ “Writing the Self ”を行う。
 ○ アン・スレイター教授は、6月 4日、エッセイ “Tibetan Death Horoscopes, 
Mothers and Daughters, and Legacy-Breaking”を Catapult magazineに執筆。
 ○ アン・スレイター教授は、6 月 23 日、エッセイ “Family Connection in a 
 Teapot”をTh e New York Timesに執筆。
 ○ ダグラス・フォースター教授は、6 月 28 日、“Using Nudges to Boost Big 
Reading” を Extensive Reading World Congress Proceedings. Vol. 5（JALT Extensive 
Reading）に共同執筆。





 ○ アン・スレイター教授は、7月、“Porochista Khakpour: I’ve Become Uninter-












 ○ 奥畑豊講師は、7月 6日、「Angela Carter, Several Perceptionsにおける政治の
不在／不在の政治学―ヴェトナム戦争と狂気」を日本英文学会第 92回全国大
会（オンライン開催）にて口頭発表。
 ○ アン・スレイター教授は、7 月 19 日、“Where We Come from and Where 
We’re Going”, a Princeton University author talk about my memoir and its themes 
of identity, alienation, and belonging（オンライン開催）にて講演。
 ○ アン・スレイター教授は、7月 23日、ワークショップ “Th e Power of Writing: 






 ○ アン・スレイター教授は、8月、エッセイ “In the Cave”を Kyoto Journal Issue 
98に執筆。
 ○ 馬場聡准教授は、8月、「ディズニーと異世界物語 2」を『ディズニーファン』
（11月号、講談社）に執筆。
 ○ 馬場聡准教授は、8月、『アエラ』（朝日新聞出版）8月 24日号「マスクは弱
さと悪の象徴―アメリカ社会がマスク着用で分断」に企画協力。
 ○ アン・スレイター教授は、9月、エッセイ “How a Tibetan Turquoise Pendant 
Keeps Me Close to Home”を Catapult magazineに執筆。
 ○ 大場昌子教授は、9月 6日、「ソール・ベローのシカゴ―「銀の皿」論」を
第 32回日本ソール・ベロー協会大会（オンライン開催）にて口頭発表。
 ○ 井上亜紗助教は、9月 6日、「重ね書きされる〈アメリカの風景〉―「未来の
父親」「この日をつかめ」のニューヨーク」を第 32回日本ソール・ベロー協会
大会（オンライン開催）にて口頭発表。






 ○ アン・スレイター教授は、10月、エッセイ “My Father, Montaigne, and the 
Art of Living”を Catapult magazineに執筆。
 ○ アン・スレイター教授は、10月、“Beyond Shangri-la,” an interview with Ox-





 ○ 馬場聡准教授は、10月、「ディズニーと異世界物語 2」を『ディズニーファ
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ン』（講談社）10月号に執筆。
 ○ 早野薫准教授は、10月、“Sequence organization: A universal infrastructure for 





 ○ アン・スレイター教授は、10月 2日、ワークショップ “Pitching Your Work 
While Nourishing Your Creative Practice” を Narrative Healing Program, New 
Yorkオンラインにて行う。
 ○ 藤永康政教授は、10月 14日、「ブラック・ライブズ・マター～その背景を探
る」をNGPピースボートにて招待講演。
 ○ ダグラス・フォースター教授は、10月 17日、“Story-Centric Language Teach-
ing—Focus on Form”を日本英語コミュニケーション学会第 29回年次大会（オ
ンライン開催）にて発表。
 ○ 川端康雄教授は、10月 23日、TBSラジオ「荻上チキの Session」に出演、「映
画『キーパー　ある兵士の奇跡』が描く戦争と和解とは？」をテーマに解説。
 ○ アン・スレイター教授は、10月 26日、Princeton Women in Media and Tech-





 ○ アン・スレイター教授は、11月、エッセイ “My Great-Grandfather’s Saddle 










 ○ アン・スレイター教授は、11月3日、Th e Health Logic Podcast, “Improving the 
Patient Experience: Perspectives from Japan”にインタビュー形式で出演。
 ○ 高梨博子教授は、11月 7日、日本英語学会第 38回大会（オンライン開催）の
研究発表にて司会を務める。




 ○ 高梨博子教授は、11月 8日、日本英語学会第 38回大会（オンライン開催）の
特別講演にて司会を務める。
 ○ 奥畑豊講師は、11月 8日、「バラバラの身体―アンジェラ・カーター『魔
法の玩具店』とロンドン大空襲」を日本英文学会関東支部第 20回秋季大会（オ
ンライン開催）にて口頭発表。
 ○ 加藤彩雪は、11月 8日、「オーストラリア『ブレテン』誌にみる政治的位相
―文学的ミドルパワーの形成をめぐって」を日本英文学会関東支部第 20回秋
季大会（オンライン開催）にて口頭発表。
 ○ アン・スレイター教授は、11月 10日、“How to Make a Living as a Writer”を
a Princeton University writers’ webinarにて講演。












 ○ 高梨博子教授は、12月、“Playful Naming in Playful Framing: Th e Intertextual 
Emergence of Neologism” を Bonding through Context: Language and Interactional 
















 ○ 土屋智子准教授は、12月 11日、“Multicultural/Multiracial Families with the 
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Idea of the Democratic Nation at the Beginning of the Cold War” を Th e 18th 
Maple Leaf and Eagle Conference（於University of Helsinki、オンライン開催）に
て口頭発表。








 ○ 奥畑豊講師は、1月、Angela Carter’s Critique of Her Contemporary World: Politics, 
History, and Mortalityを Peter Langより刊行。
 ○ ピーター・ロビンソン准教授は、2月、“Book Advertising with a Cause: Pub-
lications of the Institute of Pacifi c Relations （IPR）” を BKAS Essay Shorts （Web 
article）に執筆。











 ○ アン・スレイター教授は、3月、“On Pandemic Writing, Journeys Within, and 




 ○ ダグラス・フォースター教授は、3 月、“Th e Need for Extensive Reading in 
Language Education”を『英米文学研究』第 56号（日本女子大学英語英文学会）
に執筆。
 ○ 内山加奈枝准教授は、3月、「第 57回東京大会シンポジウム傍聴記」を『日
本比較文学会東京支部　研究報告』第 16号に執筆。





 ○ ピーター・ロビンソン准教授は、3月、“Gertrude Jekyll and the Times Wom-
an’s Supplement”を『日本女子大学紀要文学部』第 70号に執筆。
 ○ ピーター・ロビンソン准教授は、3月、“Advertising English-language Books 
on the East: Tactics, Tropes, and Taboos”, BKAS Essay Shorts （Web article）に執筆。
 ○ 奥畑豊講師は、3月、「ブリストル三部作における政治の不在 ／不在の政治学
―カーター、レイン、リフトン」を『日本女子大学大学院文学研究科紀要』
第 27号に執筆。








 ○ 西貝真紀助教は、3 月、“Th e Acceptance of Zen Buddhism and Japan–U.S. 




 ○ 川端康雄教授は、2021年 3月 13日、朝日カルチャーセンター新宿教室にて
講演「オーウェル『一九八四年』と希望のかけら」を行う。
 ○ 高梨博子教授は、3月 8日、International Symposium “Formulaicity in Inter-
actional Discourse” （オンライン開催）のGuest Lecturesにて司会を務め、「遊び
の相互行為における言葉の共創―定型性と新奇性の観点から―」を口頭発表。
 ○ 内山加奈枝准教授は、3月 27日、「ポール・オースターの描く多民族社会に
おける他者との共生：『ミスター・ヴァーティゴ』と『スモーク』を中心に」を
第 35回日本ユダヤ系作家研究会（オンライン開催）にて講演。
 ○ 馬場聡准教授は、3月 27日、アメリカ文学会東京支部 3月例会にて「ダム建
設公共事業とコロンビア川表象史：ニューディールから冷戦まで」を講演。
 ○ 早野薫准教授は、3 月 10 日、“Reporting for and about a child: Addressing a 
child in talk between nursery teachers and parents” を CLIC（UCLA Center for 
Language, Interaction, and Culture）にて招待講演。
 ○ ピーター・ロビンソン准教授は、3 月、Scholarly Approaches and Industry 
Perspectives （BKAS）を主催（オンライン開催）。“Advertising English-language 
Books on the East: Tactics, Tropes, and Taboos”を口頭発表。
 ○ 井上亜紗助教は、3月 27日、「『オーギー・マーチの冒険』をめぐるケアの倫
理」を第 35回日本ユダヤ系作家研究会（オンライン開催）にて口頭発表。
 ○ 加藤彩雪助教は、3月、退職。
